
  

 
 

図表 1：インドの外貨準備高と INR 相場  図表 2：RBI による為替介入の推計値 

 

 

 
出所：ブルームバーグ、みずほ銀行  出所：ブルームバーグ、みずほ銀行 

※介入推計値の最新データは 11 月 15 日週 

60

65

70

75

80

853,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

'18 '19 '20 '21 '22 '23 '24

外貨準備高（億ドル、左軸）

USDINR（右軸、逆目盛）

81.5

82.0

82.5

83.0

83.5

84.0

84.5

-6

-4

-2

0

2

4

6

8

10

23/04 23/07 23/10 24/01 24/04 24/07 24/10

為替介入推計値

USDINR（右軸）

↓ルピー買い介入
（10億ドル）

2024 年 11 月 25 日

通貨ニュース 

インド：外貨準備高の取り崩しについて  

11 月 22 日、インド準備銀行（RBI、中央銀行）は 15 日時点の外貨準備高を公

表したが、結果は 6579 億ドルとなった（図表 1）。7 月 5 日以来約 4 か月ぶりの

低水準に落ち込んでいる。11 月 8 日時点からは、▲178 億ドル減少しており、

週間の減少幅としては、統計開始来最大を記録した格好だ。過去最大の 7049
億ドル（9 月 27 日時点）と比較すると、実に▲470 億ドルも取り崩されている。

RBIが INR買いの為替介入を行っていることは過去の本欄で度々指摘したが、

外貨準備の取り崩しからもその実態は見えてくる。 
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ブルームバーグが試算する為替介入の推計値を確認しても、RBI は 10 月に入

って以降、INR 買い方向の介入に徹しているようだ（図表 2）。外貨準備高、そ

して為替介入推計値も最新データは 15 日時点のものだが、22 日時点のデー

タに関しても、同様の傾向が確認される可能性が高い。第一に、特に 22 日の

INR 相場を確認すると、84.5 という水準で明確に INR が下支えられている。第

二に、ロイターの報道によれば同日、RBI は複数の銀行に対し USD/INR のロ

ングポジションを削減するよう指示したようだ。INR安を抑えるため銀行に何らか

の行動を要請したことはこれまでもそれなりに報道されてきたが、明確に「指示」

を与えることは珍しい、との評価が市場では大勢だ。 

なお大々的に報じられた通り、21 日にはインド財閥アダニグループの会長が米

検察当局に起訴された。インド金融市場からの資本流出への警戒感が高まる

中、RBI も INR の変動性および過度な下落を抑制すべく、為替介入および市

場参加者への指示を行っている可能性が高い。INR に関しては、短期的には

RBI による介入スタンス次第の相場となろう。取り崩されているとはいえ外貨準

備高の水準は十分であり、投機筋のアタックを受けやすい状態でもない。 
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